　
指定業者に係る必要書類一覧表　VER１．3
（赤数字①～は書類が有る・黒数字①～は業者に用意していただく書類）

（１）新規の申請にあたって必要な書類（平成２４年４月1日から）
	業者が個人の場合
	業者が法人の場合

	①指定給水装置工事事業者指定申請書（表）

②指定給水装置工事事業者指定申請書（裏）

③機械器具調書

④誓約書

⑤代表者の住民票又はその記載事項証明書

· 指定後２週間以内に届ければ良いが、出来れば

同時に提出してもらった方が良い書類

⑥給水装置工事主任技術者選任・解任届出書

⑦厚生労働大臣が発行した、主任技術者免状の

　写し（当該事業所で、選任する予定の技術者分すべて）

⑧③にある機械器具調書にある器具の写真及び事務所の内外写真。「事業所名」が入った看板が必要。
	①指定給水装置工事事業者指定申請書（表）

②指定給水装置工事事業者指定申請書（裏）

③機械器具調書

④誓約書

⑤登記簿謄本又はその記載事項証明書

⑥定款の写し

　裏に「この写しは原本に相違ない」会社認証
· 指定後２週間以内に届ければ良いが、出来れば同時に提出してもらった方が良い書類

⑦給水装置工事主任技術者選任・解任届出書
⑧厚生労働大臣が発行した主任技術者免状の写し（当該事業所で、選任する予定の技術者分すべて）

⑨③にある機械器具調書にある器具の写真及び事務所の内外写真。「事業所名」が入った看板が必要。


（注）機械器具調書については、具体的な内容（型式）等を記入すること

　　　水道局のシステム入力に必要なため、会社の読み、代表者の読み、郵便番号、電話番号を

　　　必ず記入してもらうこと。

　　　主任技術者は、名前の読みと性別を必ず記入してもらうこと。

　　　申請時には登録手数料と例規集代（１冊分）の金額２２，０００円を忘れないこと。

